




 

尿路感染症の起炎菌としては,大腸菌が最も頻度が，高いことが知られている。 

 特に,妊娠時の腎盂腎炎は,胎児に敗血症等を起こすこともあり,胎児における感染症の

大きな原因である。さらに新生児期の敗血症,髄膜炎の起炎菌は,大腸菌が半数をしめてい

る。現在胎児,新生児,感染症では,大腸菌感染症は重要な問題である。 

 又,近年,細菌学の進歩により大腸菌の病原性因子についても,新しい知見が得られてい

る。大腸菌の線毛は,数種類あって病原性因子の 1つとして考えられている。このうち尿路

感染症の大腸菌と P線毛は,密接な関係にあるといわれている。 

 P線毛は,人の血液型の1つであるP/p血液型物質に含まれる中性糖脂質のグロボシド中

の Gal α1-4Ga1 部位をリセブターとしているといわれている。このグロボシドを持たない

p 型の血液型の人は,数万人に 1 人といわれ,ほとんどの人の血球は P 型である。したがっ

て,ほとんど人の血球に P線毛大腸菌は付着する。又尿路上皮細胞の中にも P式血液型のも

つ Ga1 α1-4Gal が含まれており,P 線毛大腸菌が尿路感染の一因となっていることが証明

されている。 

 そこで,妊婦が大腸菌により腎盂腎炎および,膀胱炎を起こした場合の妊婦,胎児,新生児

への影響を調べるため,起炎菌である大腸菌の検索およびその血中 P抗体価を測定した。 

 対象は,(表 1)大腸菌より尿路感染症を起こした5人の妊婦で1名のみ臨床的に膀胱炎と

診断し,他の４名は腎盂腎炎と診断した。 


